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フェムト秒レーザーを適切なフルーエンスで金属に照射すると、表面に波長以下の格子間隔を

もつナノ周期構造が自己形成される。その格子間隔は、レーザーの入射角度,レーザー波長もしく

はレーザーフルーエンスに依存することが報告されている。特に、形成機構解明で重要なレーザ

ーフルーエンス依存性は銅について調べられ、その解釈として表面プラズマ波へのパラメトリッ

ク崩壊[1]が提案された。そして、このモデルは、Ti,Pt,Mo,W,にも適用できることが分ってきて

いる[2]。本研究では、異なるレーザー波長及び材料（半導体）の場合について調べ、このモデル

の妥当性・普遍性の検証を行った。 

実験には、表面研磨した金属(Ti、Mo)及び半導体（Si,SiC）を用いた。フェムト秒レーザー(波

長 λL=800 nm、パルス幅 160 fs or 40fs)及びその 2倍高調波(λL=400 nm)を、固体表面に対して 0°

の入射角度で集光照射した。Fig.1 には、Ti における周期構造格子間隔のレーザーフルーエンス

依存性およびパラメトリック崩壊による計算結果 λSPを示す[3]。計算では次に示す簡易公式を用

いた。 
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ここで、F：照射レーザーフルエンス、Fth:アブレーション閾値フルーエンス、FM:ナノ構造が形

成される上限フルーエンスを示す。得られた結果は、レーザー波長及び材料種によらず格子間隔

が 0.5λ~0.85λの範囲にありモデルと良い一致を示していた。 
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Fig.1. Laser fluence dependence of grating structure interspaces produced by femtosecond laser 
pulses(160fs, 40 pulses). Solid lines show the calculation results according the parametric decay model. 
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